
＜様式１０－１＞

（　2022  　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　　　境谷　　　）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

(2)遊びの教室活動

運動場遊び 34 0 40 639 25 123 14 0 0 0 0 841 月に数回、小学校の運動場を利用して遊んでいる。
サッカーやドッジボール、一輪車など体を思
い切り使って、健康的に遊べるようになっ
た。ドッジボールクラブの練習も行った。

公園遊び 79 0 38 1554 28 381 1 0 0 1 0 2003 長期休みや土曜日、平日の時間あるときなどに近くの
公園に遊びに行く。

虫取りや木登りなど自然に触れ合
えたり鬼ごっこなど身体を思いっ
きり使って遊ぶことが出来た。

将棋週間 5 0 0 30 0 6 0 0 0 0 0 36
将棋のﾙｰﾙを覚え､楽しむ｡対戦ｶｰﾄﾞを持って、より多
くの仲間と対戦する。目標の人数に達したらご褒美
シールを貼る。

本将棋だけでなく、取組やすい
王様詰め・はさみ将棋・どうぶつ
将棋に意欲的に取組んだ。

オセロ週間 5 0 0 53 1 22 1 0 0 0 0 77
オセロのﾙｰﾙを覚え､楽しむ｡対戦ｶｰﾄﾞを持って、より
多くの仲間と対戦する。目標の人数に達したらご褒美
シールを貼る。

頭を使って勝負するので真剣に取
り組めていた。

マンカラ週間 5 0 0 39 0 6 0 0 0 0 0 45

マンカラのﾙｰﾙを覚え､楽しむ｡対戦ｶｰﾄﾞを持って、よ
り多くの仲間と対戦する。目標の人数に達したらご褒
美シールを貼る。

マンカラに浸透していて積極的に
取り組んでいた。初めてする子も
マンカラに対して関心を持つ子が
増え、大会に向けての意欲が出て
いた。

ｷﾞﾈｽ月間 11 0 0 40 0 33 0 0 0 0 0 73 こまの長回し、けん玉、お手玉、の記録に挑戦する。

遊びを広めることができた。自分の
得意分野を活かしギネス大会に向け
ての意欲が出て結果につながり1位
を勝ち取る事が出来た。

工作 23 0 7 134 1 85 0 0 0 0 0 227

プラバン、手裏剣こま、敬老の日のプレゼント、
ハロウィン衣装。

毎回簡単に出来るようなものなの
で多数参加がある。今後も季節に
合わせた工作を行っていきたい。

(3)行事活動

館内将棋大会 1 0 2 4 3 3 0 0 0 0 0 12
本将棋、王様詰め、はさみ将棋のブロックに分かれ試
合をする。西京ブロック将棋大会の参加者を決定す
る。

将棋週間できちんと準備をするこ
とで、初めての子どもも取り組む
ことができた。

館内マンカラ大会 1 0 0 7 2 7 0 0 0 0 0 16

普段よく遊んでいるマンカラの大会で対戦したことの
ない子どもとも対戦し勝負への意欲をもたせる。

いつも遊んでいるマンカラも試合
ということもあり緊張感をもって
記録に挑戦していた。

館内オセロ大会 1 0 0 6 0 6 0 0 0 0 0 12 オセロ週間でﾙｰﾙを覚え､大会に挑む。
試合に出た時は真剣に取り組み緊
張しながらも出せる力を発揮し大
会に挑むことが出来た。

ハロウィンパーティー 1 0 7 26 5 25 0 0 0 0 0 63
高学年クラブの高学年を中心とし材料、景品等子ども
たちが準備した。前日に飾りつけをし、ハロウィン
パーティーの気持ちを高める。

事前に工作で衣装を作っておいた
ものを当日、身に着けパーティー
に参加し子どもたちは盛り上がっ
た。高学年クラブの子たちの役割
も果たしてくれていた。

避難訓練 12 0 6 330 11 104 1 8 0 0 0 460

火災、地震、水害、台風などの災害に向けての意識、
知識を高めてもらうため、いろんな方法で学習した。

毎月いろんな方法で実施した。子ど
もたちはただ逃げるだけの訓練では
なく動画やクイズ・体験など取り入
れたことで真剣に取り組み子どもた
ちの心に残るような訓練が出来た。
ただ動画を怖がる子もいたので気を
つけたい。

ｸﾘｽﾏｽ会 1 0 6 41 2 14 0 10 0 0 0 73

学童クラブの子たち学年毎にダンス披露や手品など出
し物をして、高学年クラブの子に司会やプレゼント渡
しをしてもらう。

学年毎の出し物はどれも素晴らし
く、とても盛り上がった。普段あ
まり前に出ない子も頑張って取り
組み発表することが出来た。

大掃除 1 0 0 35 0 15 0 0 0 0 0 50

普段使っているオモチャやロッカー廊下などきれいに
する。

日常、掃除を手伝ってくれている
ので素早くすることが出来た。

きりがみ 1 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 17 コロナ感染症防止対策のため中止。

ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ 13 3 63 117 129 90 2 21 0 0 0 425

月に1回、小学校の体育館を借りて練習を行う。運動
場の日も練習をする。新林児童館との交流試合も行
う。

すっかり定着し、全員がとても上
達してきて、自信につながってい
る。保護者の方もよく練習相手や
指導をしに来てくださった。

高学年クラブ 10 0 0 0 14 83 0 0 0 0 0 97

月に１回、高学年児童対象に工作やイベントの企画に
取り組む。

参加児童と話し合いで内容を決め
ることで、こども達の意欲を引き
出すことができた。

手芸クラブ 85 0 3 331 0 47 0 0 0 0 381
週に２回、布や毛糸を使った手芸に取り組む。 毛糸やビーズなどを使って小物や

アクセサリーなど作って喜んでい
た。

卓球ｸﾗﾌﾞ 10 0 8 42 7 32 0 0 0 0 0 89 月1回遊戯室で卓球クラブを実施した。
できないことにも根気よく取り組
み、達成感を感じることができ
た。

卓球交流会(洛西地区児童館) 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 3

選抜された子が洛西地区の児童館の子どもたちと試合
を行う。

他の児童館と対戦することで、良
い緊張感を味わいつつ、色んな意
味で自信に繋がる交流試合となっ
た。

オセロ交流会(洛西地区児童館) 1 0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 3

選抜された子が洛西地区の児童館の子どもたちと試合
を行う。

他の児童館と対戦することで、良
い緊張感を味わいつつ、挑戦する
ことで自分自身に色んな意味で自
信に繋がる交流試合となった。

将棋交流会(洛西地区児童館) 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

選抜された子が洛西地区の児童館の子どもたちと試合
を行う。

他の児童館と対戦することで、良
い緊張感を味わいつつ、最後まで
あきらめずに試合することで負け
ても自分自身の自信に繋がる交流
試合となった。

ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙ交流 5 3 55 60 99 42 2 13 0 0 0 280

ドッジボールクラブの子を中心に、新林児童館や大枝
児童館の子どもたちと試合を行う。

自分たちの実力を上回る相手と試
合したことで、強くなりたいとい
う意識が高まった。いい意味でと
ても影響されていた。

西京こどもまつり 1 0 0 8 4 5 0 0 0 0 13 30

西京区の児童館・所が地域向けに事業を紹介・PRし子
育て支援につながるおまつり。

他館の色々なコーナーを体験し交
流を深めることが出来た。

ステーション事業
「夏休み大道芸を楽しもう！」

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コロナ感染症防止対策のため中止。

ステーション研修
「ストレッチヨガ」

1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 2

地域の社協、女性会の方々に来ていただき職員による
ストレッチヨガを実施。

地域に住む乳幼児親子の子育て支
援につなげる研修となった。

さかいだにじどうかんまつり 1 16 30 8 14 6 1 14 0 0 19 108

学童クラブの保護者、地域の方、子どもたちのコー
ナーがあったり地域向け最大行事。保護者・地域の
方・子どもたちのコーナーで児童館の遊びや取組を紹
介し児童館のPRをする。

それぞれのコーナーを体験し地域
の様々な人と交流することがで
き、子育て支援の輪が広がった。

老人福祉センター
いきいきサロン交流事業

2 0 0 15 0 0 0 20 0 0 0 35

いきいきサロンの方に敬老の日に夏休みに作った
ティッシュケースをプレゼントしに代表の2人に渡し
に行く。クリスマス会では1年生全員でサロンに行き
手話歌披露しゲームをして最後にクリスマスカードを
渡す。

地域のお年寄りの方に喜んでいた
だき、交流が出来た。

伝統工芸体験 1 0 0 10 3 15 0 6 0 0 0 34

金箔工芸の伝統工芸士の方に来ていただき高学年クラ
ブの子たちと学童クラブの3年生以上の子たちが金箔
の伝統工芸を体験する。

とても繊細な作業を要するため緊
張して作業に挑んだ。その結果と
ても素晴らしい作品となり伝統工
芸の貴重な体験が出来た。

防犯教室(職員用) 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 2

西京警察署の方に来ていただき日常に起こり得る不審
者についての対処法を教えていただく。

万が一不審者が来たら戦うのでは
なくいかに警察が来るまで子ども
たちを逃がすため時間を稼ぐかを
教えていただき勉強になった。

消防避難訓練 1 0 0 34 0 9 0 5 0 0 0 48 洛西消防出張所から来ていただき火事が起こった時の
煙を体験してもらう。

初めての試みで子どもたちは煙に
テンションが上がったが、消防士
さんの講話も真剣に聞き、煙に対
する認識が高まった。

交通安全教室 1 0 0 35 0 11 0 2 0 0 0 48

西京警察署の方に来ていただき日常の自転車について
の交通ルールにお話ししていただく。

とてもわかりやすい説明だったの
とクイズなども取り入れてくだ
さったので子どもたちは真剣に聞
き入っていた。

中高生世代と赤ちゃんと
の
交流活動

1 3 0 7 1 5 3 4 0 0 0 23

今年度は乳幼児親子さんの参加を有りにした。前半は
助産師さんにきていただき出産する時の大変さ、妊婦
の大変さ、子育ての大変さを今回は中高生だけではな
く小5高学年、低学年も参加してもらい、わかりやす
くお話ししていただく。後半は交流を含め妊婦体験や
育児体験など疑似体験をしてもらう。

普段乳幼児親子に関わる機会のな
い中高生や高学年の子たちが、疑
似体験を通して出産や子育てにつ
いて学ぶ良い機会となり自分も大
事に育てられてきたことに気づい
た。低学年も参加したが、年齢な
りに理解が深まった。

合　　　　計

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
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乳幼児 中高生 大人 合計
小４～６年小１～３年

(4)ｸﾗﾌﾞ活動

(5)地域間交流促進活動

(7)思春期児童の活動支援

ボランティア
参　　　　加　　　　人　　　　数



＜様式１０－２＞

（　４　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　境谷　　　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

(1)乳幼児とその保護者を対象
とする活動
①登録制幼児ｸﾗﾌﾞ

ほっぷｸﾗﾌﾞ 34 123 0 0 0 0 0 127 0 0 0 250

(2)乳幼児のひろば活動

ﾓｰﾓｰひろば
146 46 0 0 0 0 0 39 0 0 0 85

ﾏﾏのﾎｯとｻﾛﾝ

11 28 0 0 0 0 0 28 0 0 47 103

ﾌﾟﾁﾌﾟﾚｲﾊﾟｰｸ（春）

1 23 0 0 0 0 0 24 0 0 0 47

らくさいっこあつまれ
ﾌﾟﾁﾌﾟﾚｲﾊﾟｰｸ（秋）

1 22 0 0 0 0 0 23 0 0 0 45

32 児童館にて直接受理 32 健全育成問題 児童相談所
0 児童相談所 家庭養育問題 保健所

保健所 成長･発達問題 38
(3)子育て家庭相談・援助 5 子どもはぐくみ室 1 教育問題 1 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 小学校

2 その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 その他

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

活　動　内　容 育成・支援内容

－

相　談　内　容

成果と課題

件数

0

件数つないだ機関等

内　　　　　　　　　　　　　　　容

行事・クラブの参加へとつながった。

成　果　と　課　題

引き換えは少ない。京都市から乳児にむけ配布されるごみ袋の無料引換券をごみ袋と交換する。

成　果　と　課　題

件数

39－

ほっぷクラブの親子が参加してくれ、子どももお
母さんもゆったりと過ごすことができ、工作もと
ても可愛いと喜んでおられた。

公園において、マ～ブリング・新林児童
館・木の実保育園・新林保育園と一緒に乳
幼児親子が遊ぶことができるプログラムを
行った。

参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年

中高生 大人
ボランティア小４～６年

合計
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合　　　　計

小１～３年（自由来館）

子どもの年齢

推
進
活
動

基
　
　
　
　
本
　
　
　
　
活
　
　
　
　
動

『京都市家庭ごみ有料指定
袋無料引換券』の引換

小１～３年（学童）

毎日実施。乳幼児と保護者が自由な遊びを通し
て交流する自由参加の遊びの広場。

年齢層が低いため遊ぶのもむずかしかったためお
母さんがお話ししながらできるよう季節の行事の
工作を増やしリラックスして過ごせるよう気持ち
を大事にしながら関わることが出来た。

一歳半以上の乳幼児親子を対象とした登録制幼
児クラブ。体操、歌、手遊びなどを中心に、季
節に合った遊びや行事の取り組みを通して、親
子の触れ合いや、幼児同士の関わりを楽しむ。

モーモーひろばに来ていた親子が参加してくれク
ラブへの参加につながるきっかけとなった。子ど
もたちはコーナーを喜んで周り楽しんだ。

洛西地区子育て支援事業
「らくさいっこあつまれ」としての取組。

広報や宣伝はするが利用する参加者がなく残念な
結果となった。PRの方法が課題。

境谷子育て支援会主催のサロン。
毎回、親子共に楽しめるよう、プログラム
を構成する。

活動名 実施回数

439

グループ名

件数 受　理　及　び　相　談　経　路

活　　動　　内　　容

－

構成人数

乳児
幼児

件数　計

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

中学生

子どもはぐくみ室



＜様式１０－３＞

（　　27　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　　　　境谷　　　　　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

消防避難訓練 1 境谷児童館
0 0 34 0 9 0 5 48

煙体験の訓練をすることで火
災に対する防災知識が高めら
れた。

交通安全教室

1 0 0 35 0 11 0 2 48

交通ルールや安全につい
て真剣に学べる機会と
なった。

防犯教室

2 0 2 29 1 12 0 4 48

不審者に遭遇した時など対処
の仕方を教わり真剣に捉え身
を守る学びの機会となった。

学習会

2 11 9 9 5 1 0 9 44

保護者を巻き込み暴力防止プ
ログラム研修をすることで子
育て支援につなげられた。

合　　　　計
6 11 11 107 6 33 0 20 188

中高生 大学生 大　人 合　計
1 1

・洛西中学校

・境谷児童館学童クラブ保護者会

・境谷民生委員協議会

西京警察署

1人中学生の参加があった。内容的に良い経験になるので、もっと関わ
りをもてるようにしていきたい。

多くの保護者参加があり交流につながった。

西京消防署
洛西消防出張所

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

・西京こどもまつりやじどうかんまつりのスタッフとして参加。また、保護者
会の行事に職員も参加し、交流を深める。

・境谷子育て支援会
（女性会、境谷学区社会福祉協
議会、境谷学区自治連合会、境
谷児童館

・境谷小学校

・境谷子育て支援会が主催となり、「ママのホッとサロン」を月１回実施す
る。
また、このサロンに向けての会議も、3か月に1回程度行う。

・子どもたちの様子について話し合う。おたより、情報の交換。運動場の利
用。
参観日等学校行事への参加。

(3)地域との連携を
　促進する活動

成　　　果　　　と　　　課　　　題活　　動　　内　　容

介助の必要な児童について、関わり方や、今後の活動内容について打ち合わせを行った。

参加者は、とても楽しみにしてくださっているが少ない事が課題とな
り宣伝方法など検討が必要。
研修会も一回行い子育て支援につなぐ勉強会となった。

情報交換の機会が少なかった。今後は学校との連携を大事にしていき
たい。

活　　動　　人　　数

・毎月のお便り配布と中高生と赤ちゃんとの交流事業の、生徒への募集をかけ
てもらう。

境谷児童館

・児童館行事への協力、児童館利用児童に対する日常的な情報交換。

活　　動　　名 実施回数

1 1

成果と課題

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容

小４～６年乳幼児

境谷児童館

(2)ボランティア
　　活動の推進

介助ボランティアとのミーティング

成　　　果　　　と　　　課　　　題

合　計

西京警察署

学童クラブ保護者会

連携団体
中高生

参　加　人　数

大人

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動

主　　催

境谷児童館学童クラブ
保護者会

合　計

小１～３年



・洛西老人福祉センター

・児童相談所、境谷小学校
・民生委員児童委員、平安養育園
・竹の里保育園など

・洛西支所子どもはぐくみ室、
久世保育所

・NPO洛西文化ネットワーク

・主任児童委員との話し合い ・気になる児童について情報提供があった。

コロナ感染拡大防止のため、今年度は中止とした。

情報を共有し、見守りにつなげられた。

今年度は交流することが出来お互いに良い刺激となった。

要保護家庭支援のため、2回開催される。

・ぐんぐんプラスへの参加。

・お茶会に境谷児童館来館児童が参加し、地域の子どもたちと交流を深める。

ぐんぐんプラスの参加者が、児童館利用につながった。

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

要保護児童対策地域協議会

・センター行事への小学生の参加、センター利用者と小学生との交流会を実
施。

・児童館行事への協力、児童館利用児童に対する日常的な情報交換。

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能



＜様式１０－４＞

（　　4　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　　 　 　　（　境谷　）児　童　館

保護者間の交流が進む
学童クラブの内容の理解
いろいろな子どもたちの理解が

(4)児童館を支える地域 進む
   組織作り

境谷子育て支援会主催のサロンに会場・備品を提供

学童クラブ保護者会行事への会場提供 保護者会の学習会・交流会 学童クラブ保護者会

(5)地域への施設提供

コピー機・印刷機の貸し出し 広報物の作成 学区社協・地域団体・保護者会 日常的なつながりが深まる

小学生・中学生の様々な意見が集約できた。
利用者共通アンケート 要求把握のため 小学生・中高生・保護者 市社協 アンケート 児童館としての対応のありかたを考える機会となった。
　（市社協統一） 乳幼児保護者 地域にも報告していったことは良かった。

ママのホットサロン 要求把握のため 利用者対象 境谷子育て支援会 アンケート
(6)地域調査活動

乳幼児保護者アンケート 要求把握のため 乳幼児保護者 選択・記述式アンケート
　（ほっぷクラブ）

「ママのホッとサロン」の会場・備品等の提供 子育てサロンの実施 境谷子育て支援会
実施することで、情報交換・他団体の方々とコミュニ
ケーションをとることが出来、また利用者の需要が大き
いと感じた。

小学校の体育館を借り運動遊びのイベントを実施。また
年度末には子供対象と保護者対象に分けて学習会を開催
し交流を図ることが出来た。

1回～２回／月 児童館行事への協力、クラブ活動
や大会の応援等

児童館の活動内容の周知

児童館

今年度もコロナで中止になった
りでなかなか連携を取ることが
出来なかった団体もあるが、マ
マのホッとサロンが実施となり
連携を取ることが出来た。

成果と課題調査方法

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

構成団体・個人 会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

成果と課題

調査目的

提供先（団体・機関等）使　用　目　的

調査主体

基
　
本
　
活
　
動

推
　
進
　
活
　
動

組織名称

会場提供・備品貸出等

調査名 調査対象

境谷児童館学童クラブ保護者会

境谷児童館運営協力会

学童クラブ保護者

自治連合会・女性会・民生児童委員協議会・
学区社会福祉協議会・少年補導委員会・交通
安全・防犯・保護司会・洛西中学校・境谷小
学校・境谷小ＰＴＡ・学童クラブ保護者会



＜様式１０－５＞

（　　４　　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　 　　 　　（　境谷　）児　童　館

じどうかんだより 毎月一回 境谷小学校児童・境谷学区
西京保健センター洛西支所）・
老人福祉センター
洛西ケーブルビジョン・
民生児童委員協議会
洛西子どもはぐくみ室・女性会
境谷学区社会福祉協議会
ま～ぶりんぐ

境谷自治連合会

児童館の行事のお知らせ 毎月一回 児童館利用者・地域住民 児童館門前掲示板 毎月の行事予定
児童館の前が歩道なので、掲示板を散歩がてら
見ていかれる方が多い。

児童館内掲示
ホームページ

ポスター 随時 児童館利用者 児童館内掲示 各種行事のお知らせ
児童館門前掲示

チラシ 随時 児童館利用者 各種行事のお知らせ

毎月一回 地域住民 洛西子どもはぐくみ室にメール
で掲載依頼

ホームページ 毎月一回 閲覧者 毎月更新する 毎月の行事予定
各種行事のお知らせ

今年度はホームページに幼児クラブの行事内容
を写真付きでお知らせしたことで見てからの参
加や問い合わせがとても多かった。今後さらに
需要が増えると思われるので丁寧な情報提供を
継続していきたい。

コロナの関係で中止になったこともあり参加者
も少人数だが、ちゃんとおたよりを見て来てく
れていたので見やすく興味を持ってもらえるよ
うな誌面づくりをこれからも続けていきたい。

児童館だより配布の上、随時ポスターを掲示す
ることで、行事の周知が図れている。

自由に持ち帰れるようにしているため、児童館
利用者が知人に渡すなどして、広報活動に協力
をしてくれている。

児童館便りの回覧をしていない地域住民にも、
広く児童館の活動や行事を知ってもらうことが
できる。支援センターとの連携にも役立ってい
る。

自由に持ち帰ってもらえるよう
児童館内に置く。

毎月の行事予定や前月の行事報告、児童館
の様子児童館の利用方法、他

乳幼児クラブ・乳幼児のひろば等、自由に
参加できる活動の紹介

成果と課題

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容

洛西子どもはぐくみ室のほっと
情報に掲載

学校全校児童配布・小学校掲
示・保健センター掲示・地域回
覧・地域の掲示版


